
 

 

 

NEWS RELEASE 

２０２４年４月１６日（火） 

 

函館どつく株式会社（以下、当社）の函館造船所において、日刊産業新聞様による工場取

材を受け、4月 16 日付同紙面に工場ルポとして紹介記事が掲載されました。 

 

工場ルポでは 128 年の歴史刻む建物・設備が今でも現役で活躍している状況、および艦船

修繕事業、新造船事業の作業状況や原価削減の取り組み、工場内での物の流れ等について細

やかに紹介がなされています。 

 

これからも、当社が掲げる会社基本方針のもと ESG（環境・社会・ガバナンス）の取組を

推進し、地域社会との連携を強化してまいります。 

 

 

 

 

 

日刊産業新聞に函館造船所工場ルポが掲載されました 

近代化産業遺産の 1号ドック 

（記事より抜粋） 

船台で組み上げられた船体 

（記事より抜粋） 

 

（次ページに掲載記事を引用します） 



2024年（令和6年） 4月16日 火曜日
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藤
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考

国
内
初
の
対
外
貿
易
港
と
し
て
開
か
れ
、
多
く
の
新
し
い
文
化
を
吸
収
し

て
き
た
函
館
。
巴
状
に
な
っ
て
い
る
函
館
港
の
西
側
、
異
国
情
緒
あ
ふ
れ
る

街
並
み
を
抜
け
た
先
に
函
館
ど
つ
く
（
本
社
＝
北
海
道
函
館
市
、
服
部
誠
社

長
）
は
あ
る
。
創
業
は
1
8
9
6
年
、
今
年
で
1
2
8
年
の
歴
史
を
持
つ
北

日
本
屈
指
の
造
船
メ
ー
カ
ー
。
ま
だ
冷
た
い
風
が
吹
く
3
月
中
旬
、
新
造
船

事
業
と
艦
船
修
繕
事
業
の
中
心
と
な
る
函
館
造
船
所
を
訪
れ
た
。

函
館
造
船
所
は
敷
地
面

積
が
28
万
1
3
8
8
平
方

㍍
で
、
工
場
内
で
は
約
8

0
0
人
（
従
業
員
約
4
0

0
人
、
協
力
会
社
約
4
0

0
人
）
が
働
い
て
い
る
。

1
9
0
3
年
に
完
成
し
た

第
1
号
乾
ド
ッ
ク
は
長
さ

1
8
1
・
1
㍍
、
幅
24
・

45
㍍
、深
さ
9
・
05
㍍
で
、

経
済
産
業
省
の
近
代
化
産

業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
函
館
港
改
良
施

設
群
と
し
て
船
入
澗
防
波

堤
と
と
も
に
土
木
学
会
推

奨
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ

て
い
る
。
1
2
0
年
を
超

え
た
今
で
も
現
役
で
活
躍

中
だ
。

事
業
の
中
心
と
な
る
新

造
船
を
担
う
の
は
第
1
号

船
台
。
長
さ
2
4
0
㍍
、

幅
33
・
6
㍍
で
、
50
㌧
、

1
2
0
㌧
、
1
5
0
㌧
の

大
型
ク
レ
ー
ン
を
備
え

る
。
建
造
能
力
は
3
万
5

2
0
0
Ｇ
／
Ｔ
。
主
に
同

社
の
主
力
商
品
と
な
る
Ｈ

Ｉ
Ｇ
Ｈ

Ｂ
Ｕ
Ｌ
Ｋ

40

Ｅ
（
載
貨
重
量
4
万
㌧
型

ば
ら
積
み
貨
物
船
）
を
年

間
4
―
5
隻
の
ペ
ー
ス
で

建
造
し
て
い
る
。

一
方
、
艦
船
修
繕
事
業

を
担
当
す
る
の
が
第
1
号

乾
ド
ッ
ク
含
む
3
カ
所
の

ド
ッ
ク
。
第
2
号
ド
ッ
ク

は
本
社
社
屋
前
に
あ
り
、

長
さ
が
1
4
0
㍍
、
幅
21

・
48
㍍
、深
さ
7
・
4
㍍
。

第
3
号
ド
ッ
ク
は
東
北
以

北
で
は
唯
一
と
な
る
12
万

Ｇ
／
Ｔ
ク
ラ
ス
の
大
型
修

繕
ド
ッ
ク
で
、
長
さ
3
3

0
㍍
、
幅
58
㍍
、
深
さ
10

・
7
㍍
。
自
衛
艦
や
保
安

庁
船
、
フ
ェ
リ
ー
、
貨
物

船
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
船
舶

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
。

1
隻
当
た
り
の
鋼
材
使

用
量
は
約
6
0
0
0
―
8

0
0
0
㌧
。
構
内
に
拠
点

を
構
え
る
函
館
ス
チ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
（
村
上
眞
二
社

長
）
で
シ
ョ
ッ
ト
ブ
ラ
ス

ト
や
プ
ラ
イ
マ
ー
（
防
錆

塗
装
）
加
工
を
施
し
、
切

断
、
曲
げ
工
程
へ
と
移
っ

て
い
く
。
切
断
工
程
の
Ｓ

―
1
、
Ｓ
―
4
工
場
に
は

プ
ラ
ズ
マ
切
断
機
3
基
、

フ
レ
ー
ム
プ
レ
ー
ナ
ー
1

基
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

幅
5
0
0
0
㍉
、
長
さ
1

万
4
0
0
0
㍉
、
厚
さ
32

㍉
ま
で
対
応
。
造
船
用
の

大
型
鋼
板
が
切
断
さ
れ
、

曲
げ
加
工
の
Ｓ
―
2
工
場

に
運
ば
れ
る
。

曲
げ
加
工
の
撓
鉄
（
ぎ

ょ
う
て
つ
）
作
業
に
は
驚

嘆
し
た
。
船
体
は
複
雑
な

曲
面
で
構
成
さ
れ
る
た

め
、
長
年
の
経
験
と
技
術

に
よ
り
手
作
業
で
の
加
工

を
必
要
と
す
る
。
プ
レ
ス

機
や
ロ
ー
ラ
ー
で
荒
曲
げ

加
工
さ
れ
た
板
は
職
人
の

手
に
よ
っ
て
製
品
に
仕
上

が
る
。
図
面
に
基
づ
い
た

実
物
大
の
木
製
曲
げ
型
を

当
て
て
確
認
し
つ
つ
、
バ

ー
ナ
ー
で
熱
し
、
水
を
か

け
冷
却
す
る
と
い
う
作
業

を
緻
密
に
行
い
、
予
定
し

た
形
状
に
曲
げ
て
い
く
。

加
工
さ
れ
た
板
は
組
み

立
て
工
程
（
Ｎ
Ｓ
―
3
工

場
、
Ｓ
―
5
、
Ｓ
―
9
工

場
な
ど
）
に
移
り
、
溶
接

や
ひ
ず
み
矯
正
機
な
ど
を

経
由
し
て
船
舶
を
構
成
す

る
ブ
ロ
ッ
ク
に
組
み
上
げ

ら
れ
て
い
く
。
大
組
の
ブ

ロ
ッ
ク
は
約
1
0
0
㌧
単

位
。
1
隻
当
た
り
1
0
0

個
近
く
あ
り
、
間
近
で
見

る
と
そ
の
迫
力
に
息
を
飲

む
。
組
み
上
げ
ら
れ
た
ブ

ロ
ッ
ク
は
場
内
各
所
か
ら

第
1
号
船
台
に
集
め
ら
れ

る
。
1
2
0
㌧
、
1
5
0

㌧
と
い
っ
た
大
型
の
ク
レ

ー
ン
に
よ
り
ブ
ロ
ッ
ク
が

搭
載
さ
れ
船
が
作
ら
れ
て

い
く
。

船
舶
は
配
管
が
多
く
総

延
長
は
約
13
㌔
㍍
に
も
な

る
。
そ
の
用
途
も
燃
料
、

潤
滑
油
、
清
水
、
海
水
な

ど
の
液
体
や
圧
縮
空
気
、

蒸
気
な
ど
の
気
体
ま
で
さ

ま
ざ
ま
。
圧
力
配
管
用
鋼

管
か
ら
構
造
用
鋼
管
、
Ｓ

Ｕ
Ｓ
管
か
ら
銅
管
ま
で
広

く
扱
い
、
自
社
の
パ
イ
プ

加
工
ラ
イ
ン
（
Ｓ
―
6
、

Ｓ
―
7
、
Ｓ
―
8
工
場
）

で
曲
げ
な
ど
の
加
工
を
行

っ
て
い
る
。

パ
イ
プ
加
工
工
場
を
挟

ん
で
南
北
に
資
材
ヤ
ー
ド

が
あ
る
。
南
側
に
は
資
材

倉
庫
が
あ
り
、
明
治
時
代

に
建
て
ら
れ
た
レ
ン
ガ
造

り
の
建
物
の
中
で
多
数
の

部
品
が
出
番
を
待
つ
。
船

舶
に
使
用
さ
れ
る
部
品
点

数
は
1
隻
当
た
り
数
十
万

点
と
言
わ
れ
、
細
か
な
パ

ー
ツ
が
整
頓
さ
れ
て
い

た
。北

側
に
は
造
船
工
程
で

発
生
し
た
余
り
鋼
材
を
ス

ト
ッ
ク
。
こ
こ
3
年
ほ
ど

で
徹
底
的
に
在
庫
削
減
活

動
に
取
り
組
み
、
山
と
呼

べ
る
ほ
ど
の
在
庫
は
な

い
。
船
殻
材
に
つ
い
て
も

ネ
ス
テ
ィ
ン
グ
効
率
を
意

識
し
、
徹
底
し
て
端
材
を

活
用
。
歩
留
ま
り
率
は
直

近
で
約
93
％
と
高
水
準
に

達
し
、
目
標
と
す
る
95
％

に
近
づ
い
て
い
る
。

修
繕
船
事
業
で
は
、
自

動
車
の
車
検
制
度
の
よ
う

な
船
舶
検
査
を
は
じ
め
、

海
難
工
事
、
修
繕
工
事
と

さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
に
対

応
す
る
。
乾
ド
ッ
ク
を
使

用
す
る
検
査
工
事
は
年
間

で
40
件
ほ
ど
。
主
機
関
や

補
機
類
な
ど
は
丁
寧
に
分

解
洗
浄
。
プ
ロ
ペ
ラ
軸
な

ど
も
分
解
し
、
チ
ェ
ッ
ク

し
て
組
み
直
す
。
熟
練
の

職
人
芸
に
加
え
、
緻
密
で

丁
寧
な
仕
事
が
そ
こ
に
は

あ
っ
た
。

ま
も
な
く
1
3
0
年
に

届
こ
う
と
す
る
そ
の
歴
史

を
紡
い
で
き
た
函
館
造
船

所
。数
え
た
年
号
は
5
つ
。

建
物
と
乾
ド
ッ
ク
は
明

治
、
設
備
は
大
正
、
昭
和

前
半
と
最
古
と
言
っ
て
い

い
も
の
が
多
数
存
在
す

る
。
足
元
、
造
船
業
界
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

状
況
だ
が
、「
よ
り
良
い
作

業
効
率
を
意
識
し
、
有
効

活
用
で
き
る
よ
う
設
備
と

人
材
に
投
資
し
て
い
く
」

（
服
部
社
長
）
方
針
で
、

企
業
価
値
の
向
上
を
目
指

す
。

（
熊
谷

康
宏
）

タ

社

グ
ル

納
入

行

東

京

東鉄5月販価流通の反応

大

阪

（左上から時計回り）近代化産業遺産の第1号乾ドック、
緻密な手作業で仕上げていく撓鉄（ぎょうてつ）作業、
溶接され組み上げられたブロック、巨大なブロックが組
み上げられ船が作られる

新造船と艦船修繕の中核拠点

日刊産業新聞24.4.16

128
年
の
歴
史
刻
む
建
物
・
設
備

24.4.16付 日刊産業新聞記事より抜粋




